
★e 品質管理★取扱い説明書 

 特長 

■EXCEL VBAで構築された使いやすく汎用性のあるデータベースタイプの品質管理ソフトウエアです。   

（WindowsXP、Windows７：EXCEL2003、2007,2010 で使用出来ます、2003.2010を推奨） 

■本ソフトウエアは汎用性が高く、製造業の検査、工程内 QC、フィールド QC販売・小売業・サービス業、各種 QCサークル等ハードウエア・ソフトウエアに係らず、多様な職種でご利用頂けます。 

■製品名を KEY としその機種、メーカ、不良内容、不良部分等の階層化、体系化が図られており高機能ながらどなたでも手軽に即戦力化を図れます。 

■日々発生する不具合あるいはクレーム情報をシンプルな INPUT FORM（不具合伝票）に記入し品質情報とし蓄積します。 

■蓄積された品質情報は総合あるいは製品毎に年度、月次で万件データの高速集計が出来ます、様々な分析に活用可能で、強力なツールとなります。 

（製品 10 種類、集計パラメータ 15 種、≒1 万件 DATAの集計で win7,i7 システム対応では凡そ 60 秒、高価なＡＣＣＥＳＳ、ORACLEに引けを取りません） 

■INPUT FORM（不具合伝票）の各項目はユーザの使用環境に合わせた名称にカスタマイズできます。 

またこの機能により、例えば各項目の英語または中国語表記等バイリンガル的使用が可能で、海外での活用も図れます。 

■入力各項目と蓄積データリストの列対応が任意指定できます。見やすい、好みの画面設定を設計できます。 

■HYPER-LINK機能で画像、各種ドキュメントの関連付けが出来、情報管理のビジブル化を図れます。                 

 

１ ライセンスキー入力 

Q_DATAシートの Sys_RQをクリックします。下図の System request BOXが開きます。 

所定のライセンスキーを入力し、INPUT キーをクリック、Ready OKのメッセージが出て使用可能となります。 

本ソフトはライセンス入力後使用し、そのコピーを他の PCで使用することは出来ません。ワンライセンス-ワン PCです。 

（お試しのライセンスキーは“ｔｅｓｔ”で３０日間ご使用頂けます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ EXCEL 内シートについて 

下記のようなシートが用意されています。 

□Q_DATAシート：INPUT FORM（不具合伝票）を用いて不具合情報を登録するメインシートです。シート保護がかかっていますが解除出来ます。 

□User＿ｐａｒａシート：ユーザが下記の各種のパラメータを設定するシートです。書き込み可能エリア以外はシート保護。設定項目は下記 

①データ項目名称変更とデータ項目対応表示列変更、②製品名・不良分類・不良ユニット名称設定、③集計パラメータ設定 

□Q_Analysis：Data分析用シートで、このシート上で Q_DATAシートの集計を行います。この集計結果は業務フォロー、品質傾向の、各種分析、各種グラフの作成に活用出来ます。 

□C-DATAシート：Q-DATAシートは原本であり DATAの加工、変更に制約があります、このためシートコピー命令でこのシートに全内容をコピーし、加工出来るように設けられたシートです。 

３ .INPUT FORM（不具合伝票）の基本的内容について（Q_DATAシートの Form open クリックで本 Formが開きます） 

INPUT FORM（不具合伝票）の各項目は初期時下記のような内容でデータベースが構成されています。この FORMより不具合情報を入力し Q_DATAシートへ蓄積して行きます。 

・名称変更：データ項目の名称を任意名称に変更できるか否かを示します。変更は漢字 4～6 文字枠からはみ出さない範囲 

・*記号の項目はそのコンボボックス入力欄をダブルクリックすると、登録 FORMが呼び出され、任意名称を登録できます。頻度の高い用語を登録します。最大 200 項目を登録できます。 

・集計対象：年間、月次集計の対象となる項目を○記号で示します。各項目は年間発生件数の高いトップ１０を抽出し、その内容が集計されます。 

・データ項目で ①製品名→機種名 ②製品名→メーカ名 ③製品名→不良要約分類→処置 or明細 ④製品名→不良ユニット→不良部品名 等の階層構造で連動します。 

・これらは入力の容易性に加え品質情報の用語統一、体系化のため階層構造化が図られています。この体系化の崩れを防止するため、最下層を除き責任者が別途登録するシステムとなっています。 

 

３．１データ項目一覧(初期時) 

 データ項目 名称変更 集計対象 内     容 

0 記載日 可 ― 作成日付で当日日付が自動入力されます。 

1 Serial  No 可 ― ランニング伝票番号で自動採番されます。LABEL部ダブルクリックで記載日は強制的に今日の日付となります。 

2 発生年度・月・日 可 ― 不具合が発生した年、月、日を入力 

3 *部門 可 ― 職制の部門を入力します。 

4 *担当 可 ― 不具合担当者を入力 

5 件数 可 ― 不具合の件数を入力します、一品一葉で特別を除き通常は１を入力         

6 *顧客名 可 ― お客様名を入力します。 

7 *顧客ランク 可 ○ お客様の優先度を入力します。一般的には A～Eで区分けします、 

8 *重要度 可 ○ 発生した不具合内容が大変重要、重要、普通と重み付けし（H,M,L）緊急度と組み合わせ優先順位の目安とします。 

9 *緊急度 可 ○ 発生した不具合の処置を緊急、急ぐ、やや急ぐ、普通と重み付けし（Ａ～D）重要度と組み合わせ優先順位の目安とします。 

10 製品名 可 ○ 当該不具合の製品名で例えば薄型テレビ、冷蔵庫、等ユーザパラメータで登録された項目を選択し入力します。 



11 *機種名 可 ○ 製品名の属性としての機種名を入力します。 

12 *メーカ名 可 ○ 製品名の属性としてのメーカ名を入力します。 

13 製番/LOT 可 ― 当該製品固有の製造番号またはロット番号を入力します。 

14 製造年度 可 ― 当該製品の製造年月を、2010/12/25 のように年号で入力、発生年度から稼働年を自動計算します。 

15 稼働年月 可 ― 前記の発生年度と製造年度から稼働年を自動計算しその値が記載されます。入力不可 

16 不良内容 可 ― 当該不具合の詳細内容を入力します。最大 128 文字フリー 

17 不良分類 可 ○ 製品別の不良を要約した内容で、ユーザパラメータで登録された項目を選択します。 

あらかじめ過去の実績からユーザパラメータとして製品別に登録します。最大 15 項目 

18 処置 or明細 可 ○ 上記不良内容要約分類の各項の明細で処置内容または不良内容の補間事項を入力します。 

19 *Folder  PATH① ― ― 不良内容の関連情報として画像や資料のファイルをハイパーリンクする際のパスを入力します。 

パスを入力し Enter(↲)で HP リンクファイル名コンボボックスにファイル LIST が生成されます。ファイル名そのものは入力しない。 

20 HP リンクファイル① 可 ― Folder  PATH①への入力で、ファイルＬＩＳＴが生成されます。ここを選択しダブルクリックするとファイル名の頭に￥マークが付

加されハイパーリンクマークが付加されます。再度ダブルクリックで￥マークが解除されます。 

ファイル確認は HP リンクファイル①LABEL部のダブルクリックで所定のファイルが開き参照できます。 

21 *原因特定 可 ○ 不具合が発生した後の原因が特定出来たか否かを入力します。 

一般的には特定不要、特定済、未調査、不再現等々が該当します。 

22 *発生環境 可 ○ 不具合の発生が再現出来た場合、その環境を入力します常温、高温、高湿、振動大等々 

23 *有償・無償 可 ○ 不具合処置に対する有償・無償を入力します。 

24 *顧客報告 可 ○ 不具合に対する原因、対策他の報告の要否を入力します。否・要 

25 *責任区分 可 ○ 責任部門を入力します。一般的にはメーカ、顧客、摩耗、寿命他 

26 リコール該当 可 ○ 不具合内容（現象、原因）がリコール内容に該当するか否かを入力します。非該当・該当 

27 原因内容 可 ― 不具合の原因詳細等事実内容を入力します。最大 128 文字フリー 

28 不良ユニット 可 ○ 不具合のユニット名を入力します。例えば制御 P板、駆動部、表示器等々ユニットを入力 

あらかじめ過去の実績からユーザパラメータとして製品別に登録します。最大 15 項目 

LABELをダブルクリックすると、内容がクリア（空）されます、特定未の時などに用います。 

29 *不良部品名 可 ○ 不具合のユニットの不良部品名を入力します。不良ユニットの下階層です。 

30 *Folder  PATH② ― ― * Folder  PATH①と同様、不具合原因の関連情報をハイパーリンクする際のパスを入力します。 

31 HP リンクファイル② 可 ― HP リンクファイル①と同様機能 



32 *流出防止 可 ○ 不具合の発生を抑え流出防止を図る対策が取る必要ガあるか、取られたか否かを入力します。フォロー記入要 

33 *再発防止 可 ○ 不具合を根本的に防止する対策が取る必要があるか、取られたか否かを入力します。不要・未・済・、フォロー記入要 

34 *QA担当 可 ― 品質保証担当を入力します。不良原因追究分析やその対策を担当者が前記*担当とは異なる場合に記入。 

35 *解析依頼先他 可 ― 原因・分析等を依頼する場合の MEMO、フォロー項目として入力します。 

36 ロスコスト（円） 可 ○ 当該クレームに要した直接コストを入力します。 

 

３．２.INPUT FORM（不具合伝票）図 

 

 

 

 

 

○番号とリスト列との対応は 3.3 項参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．３ 登録データリスト列と.INPUT FORM（不具合伝票）各欄の関係 

上記.INPUT FORM（不具合伝票）図とデータリスト列とは初期時下図のような対応をしています。横に長いため 2 分割で図示しています。 

入力欄（０～３６）とデータリスト列との対応は①から④を除き User_paraシート上で表示列番号指定により、ユーザが見やすいように任意に設定できます。 
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４ データの登録と編集の仕方 

４．１ データ登録  （INPUT FORM（不具合伝票）図参照） 

① Q_DATAシートを開きます。Ｆｏｒｍ_open ボタンをクリックし INPUT FORM（不具合伝票）を開きます 

② Registryに MODE選択ボタンが選択されていることを確認、されていないときは選択する。 

③ 0 番の記載日は当日の年月日、1 番の Serial ｌNoは蓄積データリストの次番号、発生年度は当日が表示されます。 

④ Clearボタンをクリックします。 

★Clear されない項目：Serial No・発生年度・月・日・部門・担当、Mode 選択は以前のまま 

★Clear される項目：製品名・機種名・製番/LOT・不良内容・不良分類・処置 or明細・製造年月・稼働年月・原因内容・不良ユニット・不良部品名・ロスコスト（0） 

★上記以外は登録された内容の最上段が選択されます。 

⑤ 発生年度に不具合年月日を入力 

⑥ 部門を入力またはドロップダウンリストで選択、同様に顧客名→顧客ランク→重要度→緊急度を入力 

⑦ 製品名ドロップダウンリストで選択 

⑧ 機種名を入力またはドロップダウンリストで選択→メーカ名を入力またはドロップダウンリストで選択 

⑨ 製番/LOT を入力、製造年度を入力、Enter Keyで稼働年が算出され稼働年月欄に例えば２．３年の場合は 2.3 のように表示されます。 

⑩ 不良内容：発生または受け付けた不良状況詳細を入力します。 

⑪ 不良分類をドロップダウンリストで選択→処置 or明細を入力またはドロップダウンリストで選択 

⑫ HYPER-LINK①の埋め込み：不良状況の写真や関連情報を添付したい場合に用います 

★Folder PATH①へ LINKするファイルのＰＡＴＨを入力します。（あらかじめ品質管理用フォルダーを作成しておきそこに情報を集めると管理がしやすくなります） 

★ウィンドウのファイルのプロパテーを表示しその PATHをコピ－＆ペーストする方法が確実です。また出来るだけ短いＰＡＴＨ（最大３階層）が入力ミス防止に有効です。 

★入力後はＥｎｔｅｒ Keyを押します。入力 PATHのデレクトリー（ファイル一覧）がりンクファイル名①に自動生成されます。所定のファイルを選択し、ダブルクリックします。 

★この時頭に￥マークが付加され“ハイパリンクを setしました”のメッセージが表示されます、OKで、登録時 LIST 上に HPLINKが植え付けられます。 

★￥マークがないときは登録時植え付け無し(NOP)となります。ダブルクリック毎、￥が付いたり付かなかったりを繰り返します。 

★LINK ファイルを参照したい時は HP リンクファイル名①をダブルクリックするとファイルが開きます。 

以上が不良状況の入力で以下より原因系入力となります 

⑬ 原因特定～リコ－ル該当 ：入力またはドロップダウンリストで選択 

⑭ 原因内容：原因が特定されていればその内容を入力します。 

⑮ 不良ユニットをドロップダウンリストで選択→不良部品名を入力またはドロップダウンリストで選択 

なお製品選択で不良ユニットの登録項目先頭が連動して選択されます。しかし不良部品名が特定できない場合は不都合が起こります。その場合は登録項目に“不明”、“－”等を 

あらかじめ登録しておきそれを選択します。あるいは不良ユニット LABEL部をダブルクリックしますと空欄となりますのでそれを利用します。 



⑯ HYPER-LINK②の埋め込み：不良原因の写真や関連情報を添付したい場合に用います。HYPER-LINK①と同様な操作 

⑰ 流出防止～再発防止 ：入力またはドロップダウンリストで選択、QA担当：原因追究担当が異なる場合その担当者名を入力します。 

⑱ 解析依頼先他 MEMOがあれば入力します。 

⑲ 当該不具合に関しての客観的なロスコストを入力します。 

⑳ 以上で入力は完了しました .チェック OKなら Entryボタンをクリッックします。 

Ｗｒｉｔｅ ＯＫ のメッセージが出ます。OKをクリック、リストのトップ行に内容が登録されます。 

注記） オートフィルターがかかった状態でＥｎｔｒｙを実行した場合は、フィルター解かれて書き込まれます。 

 

４．２ 編集機能 

★既入力データの修正 

① Edit MODE選択ボタンを選択します。 

② 修正したい行のどこかのセルを選択します。 

③ 黄色の Upload↑ ボタンをクリックします。右図が表示されます（9 行目例）。OKをクリックします。 

④ 選択された行が INPUT FORMに読み込まれます。Upload↑⇒Edit Cancel に名称が変わります。 

⑤ 所定箇所を修正し、Entry ボタンをクリックします。Rewrite OKのメッセージが出ます。OKで選択行へＵｐｌｏｄｅ データが書き込まれます。 

⑥ Edit Cancelボタンをクリックしますと、MODEが RESET され、Registry MODEへ戻ります。読み込まれたデータはそのまま保持されます。 

⑦ この Upload したデータを流用し一部修正し登録出来ます、しかし登録日付は以前のままで登録されてしまいます。これを避けるには、Serial No 

または日付 TEXT ＢＯＸをダブルクリックします、今日の日付に変更出来ます 

⑧ＰＡＴＨ 異常：ハイパーリンクのＰＡＴＨが不正の場合本エラーが発生します。ファイルの場所を変更した場合等は発生の原因となります。 

ＨＹＰＥＲ LINK欄は何もなく空又は不正値、他は正常に Uploade されます。、ＩＮＰＵＴ ＦＯＲＭから正しい Folder ＰＡＴＨを再入力します。 

★既入力データの削除 

① 削除したい行のどこかのセルを選択します。Ｄｅｌｅｔｅ？の右図メッセージがあり OKをクリックします。行が削除されます。 

② 削除された行の Serial Noは抜けることになります。補正する場合は Commannd Mode の Serial No 再採番を選択し Execute ボタンクリックで 

全データが記載日降順で並び替えられ番号を振りなおします。 

 

 

 

 

 



５ データ項目の名称変更 

データ項目の名称を任意名称に変更できます、事例として一部を中国語に置き換えた様子を下図に示します。 

User＿ｐａｒａシートの黄色枠部のデータ項目変更名称枠に変更したい内容を入力します。黄色枠以外は入力出来ません。 

シート上部の・コンボボックスの command リストの“①データ項目名称変更”を選択します。Execute ボタンを押します。“変更を実行しますか”のメッセージがあります。 

OKボタンをクリックします。⇒“ユーザ基準情報変更完了”⇒RESTT がかかる⇒“Ｒｅａｄｙ OK” 表示で完了します。同時にデータ項目現在名称も変更されます。 

① INPUT FORM と同時に登録 LIST も変更されます。空白欄は書き換えられません、変更したい欄のみ入力します。 

④“⑦データ項目を初期値に戻す”を選択し Executeで現在名称がシステムの初期値に戻ります。左の列にあるデータ項目現在名称も初期化されます。 

⑤名称のトップに英数記号を使用しないでください、使用した場合誤動作する恐れがあります。 

 



 

６ 表示列番の変更 

①変更内容図左の表内の表示列番指定とある欄は現在の登録 LIST の列番号を示します。 

この枠内の列番号を入れ替えることにより、LIST を使用環境に合わせた列並びに変更できます。１～５番は固定で変更出来ません。 

② 所定の列番号を変更した後、機能選択コンボボックスの“③表示列番変更”を選択し Execute で列番号が変更されます。（メッセージ応答は上記５項と同様動作）  

③また“②現在表示列番読取”を選択し Execute で現在の表示列番が読取られます。変更前の確認、あるいは変更後の確認に利用します。 

④表示列番の番号ダブりや、無い番号等の入力誤り時は“正しい番号を設定してください”のエラーが出ます。チェックし正しい番号を設定します。 

 

７ 製品名・不良分類・不良ユニット名称設定について 

ご使用にあたりデータ項目の製品名(10)、不良分類（17）、不良ユニット（28）、これらの階層化上位データは事前に登録する必要があります。 

製品名をキーワードとするこれらのデータは、むやみに登録、書き込みを行うと用語の不統一、非体系化をまねき、情報の一貫性を欠くことになります、また情報の集計を行い、分析を行う上でも障害 

となります。これらを避けるため、入力の容易性に加え、品質情報の用語統一、体系化のため、製品名と不良分類、不良ユニットは User＿ｐａｒａシート上で基準情報として登録します。 

こうすることにより、 ①製品名→機種名 ②製品名→メーカ名 ③製品名→不良要約分類→処置 or明細 ④製品名→不良ユニット→不良部品名 等は製品名が親 KEY となり連動し簡便な入力が 

可能となります。 なお最下層の機種名、メーカ名・処置 or明細・不良部品名 は INPUT FORM（不具合伝票）上で必要毎ダイレクトに登録します。 

★ 登録の方法（User＿ｐａｒａシートで登録） 

下図に User＿ｐａｒａシートの製品名と不良分類の事例抜粋を示します。黄色い枠が、ユーザが登録する枠です。黄色枠以外はロックがかかっています。 

① まず製品名を登録します、ここではサンプルでクーラ・冷蔵庫・・・家電製品関係が登録されています。 

最大１５品目まで登録できます。登録すると不良分類の枠にそれぞれの製品名が変更表示されます。 

② 次に製品名に対応した不良分類に対して事象例を登録します。事例ではクーラ枠には“電源が入らない”、“異音がする”等々が登録されています。同様に登録製品毎不良分類事象を登録します。

一旦登録すると変更時、事前登録分の修正に手間を要しますので、吟味して登録することが重要です。また登録内容のトップ文字には＊？。＆＋：＠％＄等々の演算英数記号は使用出来ません。 

・TOP行をダミーとする場合は演算記号以外の ー 等を入れて下さい、空の場合は入力無しとみなし、正しい内容が表示されない場合があります。 

③次に製品の構成別ユニットを不良ユニット欄に上記②項同様に登録します。 

・以上登録が済みますと 



コンボボックスの command リストの“④不良分類・不良ユニット名称設定”を選択し、Execute ボタンを押します。OKキャンセルの問いかけメッセージがありますので OKを押します。 

INPU FORM に内容が更新され反映されているかを確認します。Q_DATA シートを開きリストタイトルが同様に更新されているかを確認します。 

初期時このサンプルが入力されています、実際使用時は消去してお使いください。 

 

 

 

 

 



８ Command Mode に付いて 

Mode を Commandに選択すると、右枠コンボボックスの①～⑤の各種機能を実行できます。 注記）Q_DATAシート上のみ実行できます。他では“Different Sheet”のエラーが出ます。 

実行は Execute ボタンをクリックします。 

① シートコピー 機能 

Q-DATAシートは原本でありユーザが DATAを自由に変更することはできません、このためシートコピー命令でこのシートに全内容をコピーし C-ＤＡＴＡシートへ貼り付け DATAの加工をやり 

やすくします。貼り付けは TOP行を指定できます、初期値は５行目です。またオートフィルター時は可視部のみコピーされます。 

② 列幅修正記憶 機能 

Q-DATAシートの列幅は見やすく調整する必要があります。その調整された列幅をシステムへ記憶させる機能です。本機能実行後は EXCELを開いたとき、REST したとき、その列幅が設定されます。 

③ Input Form位置 記憶機能 

シートの INPUT FORMを好みの位置に移動させ、Execute をクリックしますと、その位置を記憶します。以後本機能実行後は EXCELを開いたとき、REST したとき、記憶した位置に SET されます。 

④ Serial NO再採番 機能 

行を削除するとSerial Noは抜けることになります。

また何かの編集で番号が狂った時、本機能で Serial 

No 再採番が出来ます。全データが記載日降順で並

び替えられ番号を振りなおされます。 

⑤ データ項目初期化 

前記の「５ データ項目の名称変更中の④“⑦デ

ータ項目を初期値に戻す”」と同じ機能で、データ項目

をシステムの初期値に戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ データの登録編集に付いて 

＊のついたコンボボックスは入力データを登録、また呼び出し修正出来ます。最大２００まで登録可能です。 

操作は所定のコンボボックスをダブルクリックすると、登録編集 Formが呼び出されます。 

①の事例では“製造課”を入力→ダブルクリック→登録編集 Form呼び出し→下中央の新（新規登録）MODE選択→実行をクリック 

以上で１（インデックス NO）の部分に“製造課”が登録された状況を示します。 

以下登録、修正、移動（上下移動させる）の事例を示します。 

 

①録編集 Formの呼び出し事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③編集事例：工作課→工作１課②登録事例：M社登録



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④移動事例　↑UP ⑤削除事例：M社削除



１０ 検索オプション機能 

＊コンボボックスの登録情報が多くなると選択に手間取る場合があります、このような時下図に示すようにワイルドカード＊を使うと登録された情報の検索が簡単に出来ます。 

曖昧検索事例説明 

・登録情報：各種機種名が登録された内容を示します。 

①検索したい文字列を“VAIO”と入力し＊（ワイルドカード）をつけます。⇒②＊機種名とあるラベル部をダブルクリックします。 

③VAIOの 4 文字が Search され 1 番目が表示されます、これを取り込む際は“OK”をクリックします。取り込まない場合は“キャンセル”をクリックします。 

④“キャンセル”でＶＡＩＯを冠する登録内容が順次表示されますので所定の内容で OK とします、その内容が機種名コンボボックスに取り込まれ終了します。 

⑤検索文字がない場合には”end of searching ,not found” の表示で検索が終了します。 

検索事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ラベル部をダブル

クリック
①検索入力

登録情報入

③VAIOの初めの機

種名を検索表示



１１ データの集計に付いて 

Q_DATAシートのデータは Q_Analysis シート上で集計出来ます。 

１１．１  集計には 

★Total aggregate（全体集計）と Each Product（製品別集計）の２種類が有ります、チェックマークで選択します。単独または同時選択も可。 

★Select Yearで集計年度を選択します、Start Month で開始月を選択します。例えば１を選択すると１月～１２月の集計となります。品質データも会計年度に合わせることが出来ます。 

１１．２ 集計のアルゴリズム 

製品名を除き集計各項目内の登録内容が一年間にどれだけの頻度で出現したかを調べ、そのトップ１０を抽出しそれを月毎に集計します。１０が多すぎる場合には１０以下を 

集計パラメータで設定できます。 

１１．３ 集計パラメータ： User_para シート上で設定する：下表参照 

集計項目は３．１データ項目一覧(初期)に示しますが、１８項目が対象となります。 

製品毎に最大１８項目、さらに内訳１０と集計リストは長くなる場合があります。こうした場合、集計パラメータの設定により必要な集計項目のみを表示するように設定が出来ます。 

方法として黄色枠各項目に対し集計表示項目数、０～１０を設定します。０は集計しない、１～１０は集計項目内容数、例えば３とするとトップ１０のうち３個を集計表示する。 

 

 設定方法 

・黄色枠部に所要集計個数を設定 

・初期値は製品が１５、その他は１０、設定はこの値より少ない値を設定します。 

・パラメータ変更実行は所定の集計数を設定し、シート上部の機能選択コンボボックスの 

⑥集計パラメータを選択しＥｘｅｃｕｔｅをクリックします。 

 

 

 

“⑥を実行しますか”のメッセージで OKをクリックします。 

・また現在の指定がどうなっているかは⑤現在集計パラメータ読取を選択し 

Ｅｘｅｃｕｔｅでトップ N枠に現在の値が読み込まれます。 

 

 

 

“⑦データ項目を初期値に戻す”を実行時、初期値がＳＥＴされます。 

 

集計パラメータ ⑤集計パラメータ変更
LAB 集計項目 ①全体集計 ②製品別集計 トップＮ指定
 NO (集計順) ○:が集計可 ○:が集計可

12 製品名 ○ ー 15
20 メーカ名 × ○ 10
13 機種名 × ○ 10
9 顧客ランク ○ ○ 10
10 重要度 ○ ○ 10
11 緊急度 ○ ○ 10
21 不良分類 × ○ 10
22 処置or明細 × ○ 10
23 原因特定 ○ ○ 10
24 発生環境 ○ ○ 10
25 有償無償 ○ ○ 10
26 顧客報告 ○ ○ 10
27 責任区分 ○ ○ 10
28 ﾘｺｰﾙ該当 ○ ○ 10
30 不良ユニット × ○ 10
31 不良部品名 × ○ 10
34 流出防止 ○ ○ 10
35 再発防止 ○ ○ 10

MODE

ＥｘｅｃｕｔｅＥｘｅｃｕｔｅ⑥集計パラメータ変更機能選択→ 

MODE

ＥｘｅｃｕｔｅＥｘｅｃｕｔｅ⑤現在集計パラメータ読取



１１．４ Total aggregate（全体集計）の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Summary analysis table
FY 2011 1 Year 2011/1 2011/2 2011/3 2011/4 2011/5 2011/6 2011/7 2011/8 2011/9 2011/10 2011/11 2011/12

Total Aggregate Total number of years 4124 621 625 629 639 631 582 356 9 6 2 3 21
ロスコスト(円) 296120 6123 4234 3400 3100 126956 6000 125579 3980 5920 2000 2456 6372

　￥製品名 クーラ 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
冷蔵庫 33 6 2 3 2 3 3 1 3 2 2 3 3
液晶ＴＶ 9 1 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 4
洗濯機 8 2 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 2
電子レンジ 5 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0
掃除機 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 4
ラジオ 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
暖房機 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3
パソコン 11 6 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3
扇風器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 2 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
ＤＶＤレコーダ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
g13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
g14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
g15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　￥顧客ランク Ａ 36 3 3 2 2 3 2 3 3 2 0 2 11
Ｂ 20 4 2 2 1 1 2 1 2 2 1 0 2
Ｄ 16 14 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
Ｃ 13 0 0 0 1 1 3 0 0 2 0 0 6
Ｅ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

　￥重要度 Ｈ 31 16 1 1 2 2 4 1 1 1 1 1 0
Ｌ 29 2 1 1 1 2 1 2 2 4 0 1 12
Ｍ 25 3 3 2 1 1 2 1 2 1 1 1 7

　￥緊急度 Ａ 53 16 2 2 2 3 2 2 3 5 1 2 13
Ｂ 19 2 3 2 1 1 2 1 2 1 1 1 2
Ｄ 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
C 5 0 0 0 1 1 3 0 0 0 0 0 0

　￥原因特定 不要 57 16 2 2 2 4 2 3 3 5 1 2 15
未調査 19 1 1 1 2 2 5 1 2 1 1 1 1
特定済 8 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3
不再現 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0



１１．５  Each Product（製品別集計）の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

Summary analysis table
FY 2011 1 Year 2011/1 2011/2 2011/3 2011/4 2011/5 2011/6 2011/7 2011/8 2011/9 2011/10 2011/11 2011/12

[Each Product] クーラ Total number of years 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
ロスコスト(円) 5920 1000 1000 0 0 0 0 0 980 2940 0 0 0

　￥メーカ名 三菱 4 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
パナソニック 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　￥機種名 asd_123456 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
　￥顧客ランク Ａ 3 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

Ｃ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
Ｂ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

　￥重要度 Ｌ 4 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
Ｈ 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　￥緊急度 Ａ 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
　￥不良分類 冷えない 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

風が来ない 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
リモコンが使えない 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
異音がする 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
電源が入らない 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
暖房が効かない 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　￥処置or明細 ブレーカ取り替え 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
ファン交換 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
電池取り替え 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
室内機交換 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
リモコン電池交換 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ガス交換 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　￥原因特定 不要 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
　￥発生環境 常温 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
　￥有償無償 無償: 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
　￥顧客報告 不要 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
　￥責任区分 ー 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
　￥ﾘｺｰﾙ該当 非該当 6 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
　￥不良ユニット 室内機本体 3 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0

室外機メカ 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
リモコン 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

　￥不良部品名 ファン 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
g1gs1-1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


